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ご意見、ご感想をお寄せください。 〒100－8051毎日新聞「オピニオン」係

（
東
大
教
授
、
第
３
土
曜
日
掲
載
）

［「復元ポイント」をめぐって］

歴史見直し消極的な日本

日
８
月

日
は
、
戦
争
終
結

の
詔
書
が
放
送
さ
れ
て
か
ら

年
に
あ
た
る
。
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
世
界
を
覆

い
、
感
染
予
防
対
策
と
社
会
経
済
活
動

の
両
立
に
世
界
が
苦
し
む
中
で
の
特
別

な
夏
と
な
っ
た
。

感
染
が
拡
大
し
た
国
々
で
は
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
の
規
模
と
目
的
を
め
ぐ
る
議

論
、
個
人
の
自
由
と
権
利
の
制
限
を
め

ぐ
る
議
論
が
国
を
二
分
し
て
闘
わ
れ
て

い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
並
行
し
て
過

去
の
歴
史
の
見
直
し
が
急
速
に
進
ん
だ

こ
と
だ
。
「
黒
人
の
命
は
大
事
だ
」
運

動
の
発
祥
地
米
国
で
の
勢
い
が
顕
著
で

あ
る
。
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
は
、
元
学
長

で
元
大
統
領
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
を
人
種
差

別
主
義
者
だ
と
し
て
、
公
共
政
策
・
国

際
関
係
学
部
に
冠
し
て
い
た
彼
の
名
を

削
除
す
る
と
決
定
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
、
国
家
へ
の
国

民
の
信
頼
は
揺
ら
ぎ
、
国
家
と
国
民
の

間
の
信
託
や
社
会
契
約
が
途
切
れ
た
、

と
感
じ
た
人
は
多
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
国
家
と
国
民
の
関
係
が
大
き
く
変

容
す
る
時
、
人
は
過
去
の
歴
史
を
振
り

返
る
。
そ
し
て
、
ど
こ
で
間
違
っ
た
の

か
、
そ
の
地
点
を
探
そ
う
と
す
る
の
は

自
然
な
こ
と
だ
ろ
う
。
奴
隷
制
に
起
因

す
る
人
種
差
別
が
米
国
社
会
を
分
断
す

る
禍
根
の
一
つ
な
ら
ば
、
例
え
ば
南
北

戦
争
を
「
復
元
ポ
イ
ン
ト
」
と
思
い
定

め
、
歴
史
の
修
復
を
試
み
よ
う
と
し
て

い
る
の
だ
と
理
解
で
き
る
。

対
し
て
日
本
社
会
は
ど
う
だ
ろ
う
。

右
に
振
り
切
れ
た
歴
史
修
正
主
義
は
多

く
見
ら
れ
る
が
、
社
会
思
潮
の
変
化
や

国
際
的
信
用
の
要
請
か
ら
の
歴
史
の
見

直
し
に
は
消
極
的
な
社
会
だ
と
い
わ
ざ

る
を
え
な
い
。
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
だ

ろ
う
か
。
戦
後
の
例
で
は
１
９
４
５
年

月
、
幣
原
喜
重
郎
首
相
に
よ
り
設
置

さ
れ
た
「
戦
争
調
査
会
」
を
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ

（
連
合
国
軍
総
司
令
部
）
の
諮
問
機
関

で
あ
る
対
日
理
事
会
が
１
年
も
た
た
ず

に
廃
止
し
た
一
件
な
ど
が
ま
ず
は
あ
ろ

う
。
幣
原
は
「
我
々
は
戦
争
抛
棄
の
宣

言
を
掲
ぐ
る
大
旗
を
か
ざ
し
て
、
国
際

政
局
の
広
漠
な
る
野
原
を
単
独
に
進
み

行
く
」
と
述
べ
、
戦
争
の
原
因
を
調
査

し
て
そ
の
結
果
を
「
記
録
に
残
し
、
以

て
後
世
国
民
を
反
省
」
さ
せ
る
、
と
意

気
込
ん
で
い
た
。
だ
が
対
日
理
事
会
は

「
戦
争
の
原
因
を
尋
ね
、
こ
れ
を
処
罰

す
る
仕
事
は
国
際
軍
事
法
廷
の
任
務
」

と
し
た
。
聖
書
の
言
葉
の
一
部
「
復

讐
す
る
は
我
に
あ
り
」
を
ほ
う
ふ
つ

さ
せ
る
。

日
本
人
自
ら
が
戦
争
原
因
の
究
明
に

立
ち
向
か
う
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
は
こ
こ

に
つ
い
え
、
続
く

年
５
月
開
廷
の
極

東
国
際
軍
事
裁
判
の
経
験
が
そ
れ
を
加

速
し
た
。
裁
判
冒
頭
、
日
本
人
弁
護
団

代
表
の
清
瀬
一
郎
は
、
裁
判
所
管
轄
権

を
め
ぐ
る
動
議
を
提
出
し
、
裁
判
所
条

例
の
規
定
は
事
後
法
だ
か
ら
不
法
だ
と

論
じ
た
。
清
瀬
は
言
う
。
こ
の
裁
判
は

年
７
月

日
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
根

拠
に
設
置
さ
れ
た
は
ず
だ
が
、
戦
争
犯

罪
の
内
容
の
拡
大
を
連
合
国
が
ロ
ン
ド

ン
協
定
で
決
定
し
た
の
は
同
年
８
月
８

日
だ
っ
た
で
は
な
い
か
と
。
動
議
は
ウ

ェ
ッ
ブ
裁
判
長
に
よ
っ
て
却
下
さ
れ
た

が
、
清
瀬
の
こ
の
論
法
は
敗
戦
国
の
人

々
の
歴
史
認
識
に
影
響
を
与
え
ず
に
は

お
か
な
か
っ
た
ろ
う
。

争
の
原
因
を
究
明
し
処
罰
す

る
の
は
連
合
国
と
裁
判
所
だ

と
の
言
明
。
そ
の
裁
判
所
の

規
定
を
不
法
と
す
る
動
議
。
戦
後
に
お

け
る
こ
の
認
識
の
そ
ご
は
、
ア
メ
リ
カ

の
反
共
主
義
と
冷
戦
構
造
の
中
で
も
維

持
さ
れ
、日
本
人
の
歴
史
認
識
は
、「
堅

牢
な
」
法
解
釈
の

城
の
中
で
の
安
住

を
選
択
し
て
い
っ

た
。
後
世
の
物
差

し
で
過
去
の
歴
史

を
測
っ
て
は
な
ら

な
い
、
と
の
一
見

公
正
に
見
え
る
説

明
を
加
え
な
が

ら
。た

し
か
に
、
避

け
ら
れ
た
戦
争
と

い
っ
た
視
角
か
ら

「
復
元
ポ
イ
ン
ト
」

を
探
る
研
究
は
蓄

積
さ
れ
て
き
た
。

私
の
本
「
戦
争
ま

で
」
も
そ
の
拙
い

試
み
の
一
つ
だ
。
だ
が
、
大
陸
の
東
、

太
平
洋
の
西
に
位
置
し
た
日
本
の
近
代

に
お
け
る
「
復
元
ポ
イ
ン
ト
」
を
探
る

に
は
、
台
湾
、
南
樺
太
、
韓
国
、
「
満

州
国
」
等
の
植
民
地
・
か
い
ら
い
国
家

と
日
本
の
関
係
を
注
視
す
る
必
要
が
あ

る
。２

０
０
７
年
４
月
、
日
本
の
最
高
裁

は
中
国
人
戦
後
補
償
裁
判
で
原
告
敗
訴

の
判
決
を
下
し
、
政
府
の
み
な
ら
ず
個

人
も
法
的
追
及
を
行
え
な
い
と
し
た
。

だ
が
判
決
末
尾
の
｢
付
言
｣
で
、
関
係
者

が
被
害
の
救
済
に
向
け
て
努
力
す
る
よ

う
促
し
た
。
こ
れ
を
基
礎
に
西
松
建
設

和
解
、
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
和
解
が
結
実

し
た
経
緯
は
内
田
雅
敏
弁
護
士
の
「
元

徴
用
工

和
解
へ
の
道
」
で
明
ら
か
と

な
る
。
一
方
、

年

月
、
元
徴
用
工

訴
訟
に
関
し
て
日
本
企
業
に
賠
償
を
命

じ
た
韓
国
大
法
院
(
最
高
裁
)
判
決
に
対

し
て
は
、
日
本
側
で
、
日
韓
基
本
条
約

・
請
求
権
協
定
等
の
合
意
を
無
視
す
る

も
の
だ
と
の
批
判
が
広
く
み
ら
れ
た
。

先
の
事
例
の
よ
う
に
日
本
の
国
際
的

信
用
を
高
め
る
こ
と
に
寄
与
す
る
和
解

の
道
が
、
日
韓
で
も
解
決
策
と
し
て
あ

る
。い
ま
一
つ
の
方
策
は
、日
本
側
が
、

元
徴
用
工
や
元
慰
安
婦
の
問
題
を
韓
国

の
人
々
に
と
っ
て
の「
復
元
ポ
イ
ン
ト
」

と
不
可
分
だ
と
い
う
想
像
力
を
持
つ
と

い
う
こ
と
に
あ
り
そ
う
だ
。
植
民
地
支

配
や
日
本
の
国
策
に
起
因
し
て
生
じ
た

人
権
侵
害
を
め
ぐ
る
訴
訟
は
、
先
に
述

べ
た
ア
メ
リ
カ
社
会
の
分
断
の
起
点
と

し
て
人
種
差
別
問
題
を
捉
え
る
観
点
と

同
様
に
、
韓
国
社
会
の
分
断
の
起
点
を

修
復
す
る
試
み
と
捉
え
ら
れ
な
い
か
。

コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
歴
史
を
振
り
返
る
意

義
は
小
さ
く
な
い
。


